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島根大学教育学部と鳥取県教育委員会との ICT 活用教育の推進に関する協定締結式 

 

令和２年１０月２１日 

教 育 総 務 課  

 
１ 日 時 令和２年１０月９日（金）15 時 45 分～16 時 
２ 場 所 米子ワシントンホテルプラザ 
３ 締結者 島根大学教育学部長 加藤 寿朗 
      鳥取県教育委員会教育長 山本 仁志 
４ 内 容 

  ICT 活用教育の推進に関する協定書に署名した後に、学部長及び教育長が挨拶を行った。 
 ア 加藤教育学部長 

  〇この度の協定締結については３つの意義があると考えている。鳥取県教育委員会において

は ICT 活用教育の充実・発展、島根大学教育学部の学生においては ICT 活用指導力の向上

につなげ、今後の県を越えた連携の可能性を期待している。 
（１）児童生徒にとっての意義 

   〇新しい学習指導要領が順次スタートするが、グローバル化や情報化の進展により激しく

大きく変わる社会の中で子どもたちがたくましく生きていくために必要な力を考える中

で、ICT 活用教育は子どもたちの未来のための教育にとって大きな意義があると考えて

おり、島根大学教育学部も協力していきたい。 
（２）学生にとっての意義 

   〇島根大学教育学部では学生が地域や子どもたちと一緒に学ぶ体験活動を大切にしており、

1000 時間体験学修として卒業要件にしている。 
〇今年度のコロナ禍により学生の直接体験が難しい状況の中、ICT を活用することで鳥取

県の子どもたちといろいろな形で交流ができるとともに、学生の ICT 活用指導力の向上

にもつながる。 
〇アフターコロナ時代の新しい体験活動の一つの姿になるのではないかと期待している。 

（３）大学にとっての地域連携、地域貢献としての意義 
〇H27 に山陰教師教育コンソーシアム設立し、教職大学院を核とした教員研修など山陰の

教育力向上を目指して様々な取組を進めてきた。 
〇今回の ICT 活用教育が今後の大学と鳥取県教育委員会との連携の核になると期待してい

る。 
 
イ 山本教育長 

〇GIGA スクール構想により児童生徒に一人一台タブレットが整備され、子どもたちの学び

も大きく変わってくる。ICT を活用した教育を進めていくことは教育の在り方の中で大き

な位置を占める部分となる。 
〇これまで島根大学教育学部とは H16 に連携協力の覚書を締結するとともに、H27 には山

陰教師教育コンソーシアムを設立し、研究授業等での指導助言や教職大学院や現職教員研

修による教員の育成など、山陰の教育力向上のために連携を深めてきた。 
〇これからの教育で重要な位置を占める ICT において、島根大学教育学部の力をさらにいた

だき、力を合わせて取り組んでいくため協定を締結した。 
〇これまで連携して取り組んできた教員養成や現職教員の 
育成において ICT を活用することにより、例えば将来教 
員になる学生に ICT を使った授業を通じて指導法を学ん 
でもらうなど、様々な可能性が膨らんでいる。 

〇これから島根大学教育学部と連携して取り組んでいく 
中で、ICT を活用した新たな学びの世界を切り開いて 
いくためにお互い共同して研究し、成果を分析して、 
さらに発展させ深めていきたい。 

  

別紙 






